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モリエールにおける
Optatifに関する一考察
大川克夫
フランス語史研究の過程において、 <optatif>願望法の名称は、伝統的に、
主節における接続法のうち、 <que>を先立てない願望表現を、 くque>を先
立てるものから区別するために用いられている(1)。名称の適否(2)は別としても、
17世紀において、なお、接続法がかなり自由にくvaleuroptative>を伴なっ
て主節中に用いられていたことは、夙に多くの学者の認めるところである。特
に、いかなる<morpheme>形態素をも伴わずに(3)、すなわち<que>を先立
てることなく、主語→動詞の語順を変更することもなく、さらに助動詞<pou-
voir>を併用することもなしに、全く接続法形のみによってくvaleuroptati-
ve>を表出しえたこの表現形式が、 17世紀末に至ってようやく <locutions
toutes faites>の領域にはいった(4)点に注目して、以下、この間の事情をいさ
さか詳細に究明してみようと思う。
◇ 
外国語研究の際に屡々おちいり勝ちな論旨に適合する特殊な実例の引証に準
(1) Ferdinand BRUNOT : La Pensee et la langue, Masson, 1922, p. p. 571~3. 
(2) 「．．．ギリシア語には願望法 <optative>なる別個（直説法，仮定法，命令法に対
して）の法があったが，ラテン語を始め現代の諸国語にあっては全然仮定法に合体し
ているにもかかわらず，依然として一部の文法家が認めているのは，事実を無視し，
名称のみを保存しようとする謬見にほかならない。」 国語学会編：国語学辞典，東京
堂， 1955年， 850頁。
(8) Georges GOUGENHEIM : Syst紐megrammatical de la langue f ran9aise, 
Bibliothらquedu~fran<;:ais moderne)>, 1938, p. 192. 
(4) BRUNOT et BRUNEAU : Precis de grammaire historique de la langue 
fran9aise, Masson, 1949, p. 331. 
(176) 
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挙して、ただちに一般的な傾向を推測するの危険を避けるため、筆者がこれま
での研究(5)においてとったと同じように、モリエールの前後30篇の戯曲から、
接続法による願望表現を全部収集した結果、計328例をえた。以下、これをい
くつかの類型に分け、さらに、その個々の類型の中でも、いくつかの共通な要
素を究明して、これを分類・整理し、問題の詳細な解明に供しよう。
<> 
まず、課題の接続法の用法について、すでに明らかな分類は、純粋に形態論
的な方法であろう (6)。すなわち、 <que>を先立てない場合、 <que>を先立
てる場合、および、助動詞<pouvoir>を併用する場合である。
第一にくque>を先立てない場合の接続法形、すなわち、いわゆる <optatif>
は、畢覚、接続法形がくque>なしに自由に用いられた時代の名残りであり、
16世紀において接続法現在形と直説法現在形とが多く共通な語形をとることに
よって、次第にくque>が接続法形にとって欠くことのできない表象と考えら
れるに至った(7)時代よりも、更に以前に起源をもつ古語法に外ならない。この
間の事情を、 L.Fouletは、「近代フランス語においては、接続法形は、極く例
外的な場合は別として、殆んど独占的に、 <que>または、 <quoique,avant 
que, jusqu'a ce que>のように 2次的にくque>を包含するいくつかの接続
詞によって導かれる従属節中に見られる。その結果、接続法形は、我々にとっ
て前提としてのくque>を除いては、理解し難いものとなっているのである。
…•古いフランス語においては、主節中の接続法形は、今日におけるほど稀少
なものではなく、接続法形がくque>という <bもquille>(松葉杖）を常に必要
とするという固定観念は、いまだ存在しないのである。我々が近代フランス語
(5) 関西大学文学論集，第10巻，第7号：モリエールにおける過去時称H; 日本フラン
ス語学会編，フランス語研究，第10巻：モリエールのテクスト tこおいて見た接続法半
過去時称。
(6) C. de BOER: Syntaxe du franfais moderne, Universitaire pers Leiden,. 
1954, p. p. 78~9. 
(7) BRUNOT et BRUNEAU : op. cit., p. p. 330~1; BRUNOT : Histoire de 
la langue franfaise, A. Colin, 1927, Tome Il, p. 359. 
(177) 
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において見出す類似の実例 (sauvequi peut; fasse le ciel que; etc)の大部
分は、正しく古いフランス語の置き土産、すなわち古語法にほかならない」(8)
と述べ、従属節においてさえ接続法形の前でくque>が省略されている例をい
くつか挙げている。この「古いフランス語」が一体どの時代のものをさすかは
詳らかではないが、この問題においても、近代フランス語形成の過渡期に位す
るモリエールの作品において、どの程度まで自由に、換言すれば、どのような
制約を担って、この形式の語法を保持しているかを調査することは、興味ある
問題である。当然、当論文では、この種の実例を重点的に検討することとなる。
◇ 
次にくque>を先立てる場合の接続法による願望表現について一瞥しよう。
このくque>については、夙に、 Nyropが、「たとえば Qu'ellesoit heureu-
se ! なる節が元来、 従属節であると証明することは困難である。 多分、 類推
作用がこの節の形成に一役買っているに違いない。先行のくque>は、恐らく
感嘆詞のくque>に起因しているのであろう」(9)と説き、一方、 Brunotは「16
世紀の文法家達は、願望法を区別して考えていた。ギリシア語への模倣がこの
学説には何らかの関係があったのであろう。しかし、この学説は、当時、願望
表現においては接続法形がくque>なしにあらわれていたという意味では、真
理の一端を含んでいる。 今日では従属節での各種の用法が接続法形をして
<que>と殆んど離れ難いものにしてしまっている」(10)としてこのくque>を
接続法形に不可欠の表象、すなわち、接続詞的添辞とみなしている。 <que> 
の起源が、厳密にそのいずれであるかは、今深く立ちいって論旨の紛糾を招く
までもないが、モリエールの作品を対象とする時には、 <que>を先立てない
形式のものが、これと比べてより「古典的」というわけではない(11) のだから、
(8) Lucien FOULET: Petite syntaxe de l'ancien fran9ais, Ancienne Honore 
Champion, 1930, p. p. 206~7. 
(9) Kr. NYROP: Grammaire historique de la langu,e Jran9aise, Picard, 1899 
~1930, Tome VI, p. 311, §302. 
(10) BRUNOT: op. cit., p. 571. 
(1) BRUNOT: op. cit., p. 572. 
(178) 
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両者において共通な要素、共通な形態素を抽出し、これを比較・検討するなら
ば、この2つの形式の願望表現がどのような変遷を経て今日に至ったかを究明
するために有効であろう。
◇ 
次にくpouvoir>の接続法形による願望表現について付言しよう。 この
<pouvoir>の接続法形は、純粋に＜感嘆詞的添辞＞としての <Vive><12>と
は異り、前述の接続法固有の語形消失を補うための第2の手段として、その表
現全体が、専らくoptative>なニュアンスを表出するものであることを、より
よく感知せしめるに有効な助動詞であり、 主語の後置を伴って(13.)、 すべての
人称において用いられることは衆知の事実である。当然、これを一つの重要な
標識とみなすことができる。 ただし、 Brunotも指摘しているように(14)、14 
世紀の初頭において、 <que>の侵出があり、 <pouvoir>の接続法形にさら
にくque>を類推的に付加した形がモリエールにおいても数多く見られるので、
当論文においては、これを分離して考えず、先の2種の類型の内部でそれぞれ
この問題を取り扱うこととする。
◇ 
主語 4動詞の語順については、 <que>を先立てない願望表現において、特
に倒置される傾向が強いことは言うまでもないが、 「古典語において、主語後
置は Fassentles Dieux ! Puissent ses enne叫 S・・・・等の慣用語法における
接続法形、および主語人称代名詞の場合を除いては、保持されていないようで
⑬ C. de BOER: op. cit., p. 78, 50)「ゾラの遣骸が静々とパンテオン宮に運ばれ
てきた時，葬儀に立ち合う群集の中に ~Vive Zola ! ► と叫ぶ人々がいた。 ~vive►
が彼等にとって，その瞬間，いささかも動詞 ~vivre► の接続法形を表わすものでな
かったことは，余りにも明白である。」
(1~ 16世紀においては， pouvoirの接続法形は主語が人称代名詞の湯合においても，主
語を前置して願望表現を構成しえた (G.GOUGENHEIM : Grammaire de la 
langue franfaise du seizieme siecle, I. A. C., 1951, p. 131)のであるが， モリ
エールの作品中においては， 類推的に <que>を伴う場合を除いては，すべて主語
の後置をみる。
(14) BRUNOT : op. cit., p. 572. 
(179) 
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ある」(15) と指摘されている。 一方、 <que>を先立てる形式においては、少
数の例外を除いて、ほぼ規則的に主語—動詞の語順が遵守されているので、殊
更<que>の有無に匹適するような基本的な指標と考えるよりも、 <pouvoir>
と同じように 2次的な要素として、個々の類型において考察しよう。
◇ 
かくしてくque>の有無によって、問題の実例328例を分類すると、 <que>
を先立てないもの 172例、 <que>を先立てるもの 156例に分けられる。
以下、それぞれ、実例をあげて考察し、さらに共通な要素を究明してみよう。
第 1章 <que>を先立てない願望表現
この項に属する 172例は、大別して 3種に分けられる。すなわち、主節中の
接続法現在形149例、同じく関係節中の4例、および、接続法半過去形・大過
去形の19例である。
第 1節 主節における接続法現在形
いわゆる <optatif>の例である。これを分類・整理すると、第1に、古語
法的な標識としての主要名詞—主語名詞の場合も、その他の場合も含めて
ーの種類、第2に願望法固有の動詞が、それぞれ共通な要素として考えられ
る。これを近似のものから順に挙げると次の如くになる。
(1)名詞 <Dieu>を含む例
(2)名詞 <Ciel>を含む例
(3)名詞 <Peste>を含む例
(4-)名詞 <Diable>を含む例
(5)名詞 <Diantre>を含む例
30例
25例
31例
13例
10例
(15) BRUNOT : Histoire, op. cit., Tome I, 2e partie, p. 670; A. HAASE : 
Syntaxe du X胃esiecle, Alphonse Picard, 1898, p. 179. 
(180) 
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(6) <N'en deplaise a>の形式をとる例
(7) <Vive>を含む例
(8)助動詞 <pouvoir>の接続法形を含む例
(9)その他
計
(1) 名詞 Dieuを含む例
12例
4例
13例
11例
149例
この30例の中でも、いくつかの類形に分類することによって、その慣用語法
化の傾向が明らかに理解される場合が多い(16)。
(a) <garde, gard'>を含む場合 (13例）
Moy, me railler de vous? Dieu m'en garde, je vous aime trop pour 
cela, et c'est du fond du creur que je vous parle. 
(D. Juan, I, 2, Juan) 
Moy ! la fuir ! Dieu m'en garde. (Dep. am., V, 6, Valere) 
この種のくDieum'en garde> (計6例）は本来の意味を離れ、唯単に強
い打消しの意を伴う驚愕の間投詞的語法である。不定法節を後に従えた場合
（以下4例）もその点は全く同じである。
Moy jaloux? Dieu m'en garde, et d'estre assez badin 
Pour m'aller emmaigrir avec un tel chagrin. (Id. I, 2, Gros-Rene) 
Dieu me garde, Monsieur, d'estre de ces foux-la ! 
(Fasch., II, 3, Ormin) 
同じ形式で次の例は、当時、同等または目下の者に対する挨拶の慣用語法
〈計3例）である。
Dieu te gard', Cleanthis ! (Amph., I, 3, Sosie) 
Ah, Dieu vous gard', mon Frere. (Fem. sc;av., I, 2, Ariste) 
(b) <Dieu me damne>の場合 (5例）
Ahi, ahi, ahi, doucement. Dieu me damne, Mesdames, c'est fort 
個 なお，別に <pouvoir>と併用の2例については後述。
(181) 
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mal en user. (Pree. rid., sc. 9, Mascarille) 
Dieu me damne, voila son Portrait vもritable.
(Misant., I, 4, Acaste) 
いずれも、意外・驚嘆を表わす間投詞としての役割を超えない。
(c) <A Dieu ne plaise (que) >の場合 (3例）
打消しの間投詞として今日なお用いられる慣用語法である。
Moy ? point, a Dieu ne plaise. (Fem. s,;:av., I, 9, Chrisale) 
A Dieu ne plaise, Monsieur, qu'iI me tombe en pensee d'ajouter 
rien a ce que vous venez de dire. (Pourc., I, 8, 2e medecin) 
(d) <soit lo齢，＞を含む場合 (2例）
Le bon Dieu soit lo泌， nosaffaires vont bien. 
(Dep. am., I, 2, Gros-Rene) 
Ah Dieu soit lo孤 (Mal. imag., Ier intermらde,Polichinelle) 
本来の願望の意味より祝福．感嘆の間投詞に近い。後に述べる <Ciel>の
場合は、この動詞形をさらに多く用いる。
(e) その他 (7例）
Dieu vous en fasse la grace. 
Le bon Dieu vous maintienne ! 
(Dep. am., I, 6, Albert) 
(Id., II, 4, Polidore) 
Le bon Dieu fasse paix a mon pauvre Martin. 
(Sgan., sc. 2, La Suivante) 
これらは、動詞の種類こそ既出のものと異るが、いずれも接続法固有の動詞
形であり、その内容も、神に対する祈願、または呪註の慣用的な意味という点
で全く類似のものである。次の3例において、これらが完全に固定した語法で
あることは、如実に示めされている。
(Moliere:) Et moy de mesme, parbleu. 
(La Grange:) Et moy aussi, Dieu me sauve. (Impromp., sc. 5) 
<Parbleu>に対抗して用いられた呪胆の <Dieume sauve>は、全くそ
の本来の願望法的な意味から離脱している。
(182) 
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Ne fut-ce que pour l'heur d'avoir qui vous salue 
D'un~Dieu vous soit en aide !► alors qu'on esternue. 
(Sgan., sc. 2, La Suivante) 
Et s'il vient a rotter, il Iuy dit, Dieu vous aide. 
(Tart., I, 2, Dorine) 
この 2例は、こうした語句がそのままの形で、日常茶飯の慣用語法の一つで
あったことを明瞭に暗示している。いささかなりとも、個別の内容を表わす願
望表現とみなされるのは、わずかに次の 1例に過ぎない。
Dieu preserve, en chassant, toute sage personne, 
D'un porteur de huchet, qui mal a propos sonne ; 
De ces gens qui, suivis de dix hourets galeux, 
Disent : Ma meute, et font les chasseurs merveilleux. 
(Fasch., IJ, 4, Dorante) 
動詞 <preserver>は、接続法固有の語形をとらないが、後述の <Ciel>
を含む願望表現では、決して稀有な動詞形ではない。
(2) 名詞 <Ciel>を含む例
<Dieu>の場合には、 動詞の種類はかなり制限されているが、 <A Dieu 
ne p!aise>の例を除いては、原則としてくDieu>を主語としており、かつ
主語・動詞の語順を変更することがなかったが、この <Ciel>を含む25例で
は、主語(Ciel)・動詞の語順をとるものは 10例のみで、 他はすべて倒置され
ており、 その代りに、動詞の種類はかなり多様に亘っている点、 注目に価す
る(17)。
(a) 主語を前置する場合 (10例）
Le Ciel en soit loみel (L'Av., IV, 4, Cleante) 
この歓喜または祝福を意味する間投詞的語法の4例を除く次の6例は、いず
れも比較的自由な内容をもった、本来の願望表現に近い用法といえよう。
(1り なお，別に <pouvoir>と併用の 1例については後述。
(183) 
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Le Ciel tienne, Pasteur, vos brebis tofijours saines. 
(Melic., I, 4, Daphne) 
Le Ciel vous tzenne tous en joye. (Tart., V, 4, M. Loyal) 
La volonte du Ciel soit f aite en toute chose. (Id., II, 7, Tartuffe) 
Salut, Monsieur. Le Ciel perde qui vous veut nuire, 
Et vous sozt favorable au~ant que je desire. (Id., V, 4, M. Loyal) 
Le Ciel, de m'aprocher, t'oste a jamais l'envie. 
(Amph., II, 9, Sosie) 
以上の6例のうち、 Tartuffeの4例は、いずれも、 Tartuffe または M.
Loyalが、故意に大仰な身振りと気取った口調で挨拶をする条りであり、
M釦certeの例では副詞<tofijours>が、 Amphitryonの例ではくajamais> 
がつけ加えられていて、共に名詞 <Ciel>と相呼応して、その語句が希求・
願望を表わすことを 2次的に補足し、聴者の理解を助けている。しかも動詞形
として接続法固有の語形をとらないのは最後の 1例のみである。
(b) 主語を後置する場合 (15例）
Me preserve le Ciel d'en avoir la pensee. (Misant., II, 4, Arsinoe) 
この種 <Mepreserve le ciel de十名詞または不定法＞の5例、および、
次の例のようにくFassele Ciel que+sub.>の形式をとるものが3例含まれ
ている。
Fasse le Ciel que ma mort soit vangee comme je le souhaite, .. 
(G. Dand., II, 6, Angelique) 
これらは共に、神に対する希求の慣用語法として、近代語においてしばしば
見られる <formulesconsacrees> (紋切形の語法）ともいうべきものである。
その他の例においても、
Me confonde le Ciel, si la mienne est frivole. 
(Dep. am., IV, 3, Lucile) 
Et, si je puis jamais oublier mes sermens, 
Tombent sur moy du Ciel les plus grands chatimens ! 
(184) 
モリエールにおける Optatifに関する一考察 （大川） 59 
Sois-je du Ciel ecrase, si je mens. 
(D. Gare., IV, 9, Elvire) 
(Misant., I, 2, Oronte) 
の3例では、第2例の主語が任意の名詞、第3例の主語が1人称代名詞であ
ることを考慮に入れても、 1つのありうべからざる仮説の結果という形式であ
る点、その誓言の意図は、名詞<Ciel>、主語の後置と共に、接続法形をまつ
までもなく明白である。
Te confonde le Ciel de me parler ainsy. (Amph., I, 1, Amphitryon) 
Plaise au Ciel, que dans tout cecy je n'aye point ma part! 
(Fourb. de Scap., II, 6, Silvestre) 
Loue soit le Ciel (Mar. force, sc. 10, Alcantor) 
V euille le juste Ciel me garder en ce jour, 
De recevoir de vous cette preuve d'amour. 
(Fem. s~av., IV, 5, Clitandre) 
このうち、第1例は、不定法節と全体の構造が、前記 Depitamoureuxの
例におけるのと類似の役割を果し、意外・遣憾の意を示すのに有効な構文であ
る。第2例の動詞 <plaire>は、先のくNeplaise au Dieu>と同形で、
構文も同種のものであり、第3例は <LeCiel soit loiie>の倒置形にすぎず、
共に自由な構文・内容の願望表現とは言い難い。最後の例のみが、わずかに動
詞の種類においても、内容においても任意であり、いまだこの種の統辞法が存
続していたことを予想させるが、この場合でさえも、 <garderde+不定法＞
の形は先に述べた <Dieume garder de+不定法＞の類推であることは容易
に理解できる。
以上 <Ciel>を含む場合には、動詞の種類がかなり多岐に亘るとはいえ、
主語の後置をみる例が過半数を占め、正規の語順で、しかも、動詞形が直説法
と同形の例がわずか1例であるところからも、その慣用化の傾向は決して少く
ないといえよう (18)。
Ctc <Ciel>を用いる願望表現｝こかわるものとして， これをまず2人称として呼びか
け，さらに命令法形によって自分の希求を述べる形式のものが多い。 0 Ciel! 
(185) 
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(3) 名詞 <Peste>を含む例
この31例は、明確に3種の類型に分けられる。
(a) <La peste soit十名詞＞の場合 (7例）
La peste soit la beste. (L'Est., I, 4, Mascarille) 
そのうち、特に名詞の代りに関係節を用いたものが1例みられる。
Peste soit qui premier trouva l'invention 
De s'affliger !'esprit de cette vision! (Sgan., sc. 17, Sganarelle) 
(b) <La peste soit de+名詞＞の場名 (21例）
La Peste soit de la Femme ! (Bourg. gent., III, 12, M. Jourdain) 
この種の例で多少とも形の異るものは次の 1例のみである。
Peste soit f ait de tes digressions! (Fasch., I, 3, Eraste) 119) 
(c) 動詞 <etouffer>を用いる場合'(3例）
Non, la peste m'etouf f e. (Med. mal. -luy, I, 5, Sganarelle) 
La peste m'etouffe, Monsieur, si je le s~ay. 
(lmpromp., sc. 2, Moliere) 
La peste etoujje le Tailleur. (Bourg. gent., I, 4, M. Jourdain) 
以上、 <Pestt?>を包含する例では、この主語名詞が前置されているのみな
らず、動詞形は大部分 <soit>に限られ、 しかも、呪胆の対象が単独の名詞
以外のものは、前記 Sganarelleの1例だけであり、ほとんど完全な慣用語法
seconde mes desseins, et m'accorde la grace de faire voir aux gens que l'on 
me deshonore. (G. Dand., I, 8, Dandin) / 0 Ciel, puis qu'il s'agit de 
mort, f ais-moy la grace de n'estre point pris pour un autre. (D. Juan. I, 
5, Sgan.) / 0 Ciel, sois moy propice, et seconde en ce jour, Le stratageme 
adroit d'uhe innocente amour. (Esc. des Mar., I, 1, Isabelle) / 0 Ciel, 
inspire moy ce qui peut le parer. (Id .I, 10, Sgan.) / 0 Ciel, dans mes 
desseins ne m'abandonnez pas ! (Id., III, 2, Isabelle) / Ciel ! f aites que 
mon front soit exempt de disgrace. (Esc. des Fem., III, 5, Arnolphe) 後述
の <Dieu>,<Peste>の場合のように，動詞形を省いた形式のものは見当らない。
(19) この場合においても， 1734年の Varianteでは次のように変っている。
Peste soit, fat, de tes digressions. 
(186) 
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となっている。次の <Diable><Diantre>と共に、その形式化の度合のもっ
とも濃厚な一つと考えられる (20)。
(4) 名詞 <Diable>を含む例
ここに属する13例も、厳密に3つの類型に分類される (21)。
(a) 動詞 <emporter>を用いる場合 (9例）
0 quels ignorans ! iln'y a pas moyen de dancer avec eux. 
Le Diable vous emporte ! (Pree. rid., sc. 12, Mascarille) 
Non, le Diable m'emporte, vous logerez chez moy. 
(Pourc., I, 4, Eraste) 
こうした呪阻、 または強い打ち消しの慣用句5例のほかは、 次のように、
<Ciel>の場合と同じ仮説節を伴なう誓言である。
図 <Peste>なる語が当時しばしば呪詰ないし誓言に関して用いられ，その名詞だけ
でも充分，話者の意図が理解されていたことは，次のように動詞形を全く省いた構文
が各所にみられることによっても充分推察される。 <que>の有無，動詞接続法形よ
りも，この名詞 <Peste>の使用がより強力な願望表現的表象となりえたのであろ
うか? Peste !'impertinent ! (Fasch., I, 2, Eraste) / Oh, oh ! Peste, la 
Belle ! (Fem. s9av., I, 6, Chrysale) / La peste ]'Animal ! (Bourg. gent., 
II, 3, Maistre d'armes) / La peste le coquin ! (D. Juan, III, 5, D. Juan) / 
La peste le benest ! (Id.; V, 2, D. Juan) / Peste des Gens ! (Am. med., I, 
dern., Sgan.) / (Martine :) Peste du Fou fieffe ! - (Sgan. :) Peste de la 
Carogne ! (Med. ma!. -luy, I, 1) / Peste des violons. (Mal. im., !er inter., 
Polichinelle) / La peste de ta chftte ! (Misant., I, 2, Alceste) 
細別に <pourvoir>併用の 1例については後述。なお，この場合も，動詞形を全く
省いた形式の語句がみられる。
Au diable I'impertinent ! (Bourg. gent., I, 3, Maistre de musique) / Au 
diable le fkheux qui toftjours nous eclaire. (L'Est., I, 4, Mascarille) / Au 
diable Jes S9avans, qui ne veulent point ecouter Jes Gens ! (Mar. force, sc. 
4, Sgan.) / Cinquante fois au diable Jes F§cheux. (Fasch., I, 6, Eraste) 
なお <Diable>が呪誼の表現に広く用いられることは次のような語句1こよっても
充分推察できる。 Allez-vous-en au diable. (Pourc., I, 11, M. de Pourc.) / 
Adieu: va-t'en a tous Jes Diables. (Av., I, 3, Harpagon) 
([87) 
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Diable emporte si je le si;avois ! (Med. mal. -luy, I, 5, Sganarelle) 
Diable emporte, si je m'en souviens ! 
(Pourc., I, 4, M. de Pourceaugnac) 
(b) <Diable soit-1-名詞＞の場合 (2例）
Diable soit Ies brailleurs ! (Prine. d'EI., Ier intermede, Lyciscas) 
(c) <Au Diable soit (soient) +名詞＞の場合 (2例）
Au Diable soit le vieux resveur. (Mar. force, sc. 5, Sganarelle) 
Au diable soient tous les laquais ! (Prec. rid., sc. 1, Mascarille) 
(5) 名詞 <Diantre>乏含む例
この10例は、 <Peste>と<Diable>の場合の形式を完全に踏襲している(22)。
(a) <Diantre soit十名詞＞の場合 (3例）
Diantre soit le petit vilain. (Critique, sc. 2, Uranie) 
(b) <Diantre soit de+名詞＞の場合 (3例）
Diantre soit de la folle avec ses visions. 
(Fem. s~av., I, 4, Clitandre) 
(e) <Diantre soit fait de+名詞＞の場合 (2例）
Di ant re soit f ait de vostre impatience. (Mal. imag., I, 2, Toinette} 
(d) <Au diantre soit十名詞＞の場合 (2例）
Au diantre soit la sotte Ville et Jes sottes Gens qui y sont. 
(Pourc., I, 3, M. de Pourceaugnac) 
(6) <N'en deplaise a>の形式王とる例
現代語にも残る紋切型の慣用語法 12例。
碑 この場合にも<Audiantre soit十名詞＞の形式で動詞形を省略したものがみられ
る。 Audiantre le questionneur. (Impromp., sc. 3, Moliらre)/ Au diantre qui 
pourtant rien du tout en£era ! (Sgan., sc. 17, Sgan.) / Au diantre tout 
valet qui vous est sur les bras. (Fasch., I, 1, Eraste) 
(188) 
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Oiiy j'ayme mieux, n'en deplaise a lagloire, 
Vivre au monde deux jours que mille ans clans l'histoire. 
(Prine. d'EI., I, 2, Moron) 
Pour moy, par un malheur, je m'apperc;:ois, Madame, 
Que j'ay, ne vous deplaise, un corps tout une ame. 
(Fem. si;:av., IV, 2, C!itandre) 
(7) <Vive>を先立てる例
この4例は、すでに述べたように、当時においても、すでに純粋に感嘆詞的
添辞とみなされていたことは、次のような例によっても自明であろう。
Vive les Colleges, d'ou l'on sort si habile homme. 
(Mal. imag., I, 5, Toinette) 
(8) 助動詞 <pouvoir>の接読法形による例
ここには、名詞 <Dieu>との併用型が2例、 <Ciel>および <Diable>
と併用するものが各1例含まれている。 さらに、後述の関係節中にも 2例
<pouvoir>の例がみられる。
Adieu, puissions・nousvivre en vostre souvenir, 
Puissiez-vous, et bientost, n'avoir plus rien a craindre, 
Puisse, et bientost, I'Amour vous enlever aux Ci~ux, 
Vous y mettre a costもdesDieux, 
Et rallumant un feu qui ne se puisse eteindre, 
Affranchir a jamais I'もclatde vos beaux yeux 
D'augmenter le jour en ces lieux. (Psiche, V, 2, Ci釦mene)
すでにあげたすべての例の中で、 主語の人称が3人称以外のものは、 名詞
<Ciel>を含む場合に 1例をみたのみであるが、願望表現固有の助動詞として
<pouvoir>の接続法形を用いる場合には、その点、全く自由な構文を保持し
ている。特に上の例では、すべての人称形を同一個所で自由に使いわけている
(l89) 
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点で、著しいものがある。勿論、これは、悲劇舞踊劇 <Psichも＞の一節であ
るから、多少とも文学的誇張の強い、古風な文体・ロ調である点は考慮に入れ
ねばなるまいが、他の項におけるような慣用化の傾向が全くみられず、真に生
きた統辞法として用いられていることは留意すべきであろう。この他、人称に
従って以下に分類しよう。
(a) 1人称代名詞を主語とする場合 (3例）
Puissay-je voir sur moy fondre vostre courroux, 
Si jamais mon amour descend a lafoiblesse 
De manquer aux devoirs d'une telle promesse. 
(D. Gare., I, 3, Garcie) 
ありうべからざる条件を課して誓言するこの例は、先の <Ciel>の項のも
のと同主旨・ 同構文である。
.. ; et puisse-je au retour d'une Campagne si glorieuse delaisser 
Vostre Majeste des fatigues de ses Conquestes, luy donner d'in-
nocens plaisirs apres de si nobles travaux, . . . (Tart., 2e placet) 
これは、 Tartuffe上演に際して作者が）レイ14世に奏上した請願書の一節で、
その文体は、他のいわゆる台詞とは多少区別することが必要であろう。
(b) 2人称代名詞を主語とする場合 (4例）
Puissiez-vous jouir, belle Elvire, 
D'un destin plus doux que le mien ! 
劇中 Agnesの手紙を読み上げる条りである。
(D. Gare., I, 3, Garcie) 
Puissiez-vous, pour gofiter de vrais contentemens, 
L'un pour l'autre, a jamais, garder ces Sentimens. 
(Misant., V, 4, Alceste) 
Misantropeの最終場面における悲痛な Alcesteの台詞。
Et vous, qui estes cause de leur folie, sottes bille-vesees, pernicieux 
amusemens des esprits oisifs, Romans, Vers, Chansons, Sonnets 
et Sonnettes, puissiez-vous estre a tous les diables ! 
(190) 
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(Pree. rid., sc. 17, Gorgibus) 
先にあげた <Diable>と併用の例。 これも Precieusesridiculesの終幕
直前に Gorgibusが痛烈な口調で世の不自然な気取りに対してなげかける呪阻
の独白である。一般に、これらI・2人称の場合は、多少とも文学的誇張の印象
が感じられるのに対して、以下の3人称の場合には、その傾向はほとんど認め
られない。願望法、本来の性格上、当然の結果であろう。
(c) 名詞または3人称名詞を主語とする場合 (6例）
Mon enfant, le bon-Dieu puisse-t'il vous benir, 
Et dans tous vos attraits long-temps vous maintenir. 
(Esc. des Fem., I, 5, Agnes) 
Qui manquera de constance, 
Le puissent perdre les Dieux. (Bourg. gent., I, 2 ze ． , mus1c1en) 
名詞 <Dieu>を併用の2例で、前者は娘Agnesが架空のくuneVieille>-
の口をかりて Arnolphe をたぶらかそうとする条り、後者は、 M.Jourdain 
の前で行なわれる <Dialogueen musique>の一節である。つまり、一方は
謎の老婆の口から語られた多少古風な語り口として、一方は、本来、古語法を
保存する傾向の強い歌詞として作者が用いた一節である点はみのがせないが、
その構文、任意に盛り込まれた内容からいって、慣用語法とは程遠いものであ
る。
Puisse-t-il (=le Ciel) te confondre, et celuy qui t'envoye ! 
(Tart., V, 4, Orgon) 
この場合、動詞<confondre >は先のくCiel> の項にみられた <Me
confonde le Ciel, si .. >の形式の類推であるが、主語にくil>を用いた
ところから、 <puisse>の語形によって呪註の意図を明示する必要があった
と思われる。
p・ uzsse cette act10n se termmer a bien. (Dep. am., II, 4. Polidore) 
Puisse l'Enfer payer tes charitables trames. 
(Esc. des Fem., I, 5, Arnolphe) 
(191) 
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この2例は共に韻文劇ではあるが、仮にこの構文のままでくpuisse>を用
いずに、動詞形 <setermine> <paye>のみによって願望の意図を理解さ
せることは、まず困難であろう。文頭におかれた <puisse>はこれまでにみ
たあらゆる 2次的な要素にも増して強力な支えとなっているのである。
以上、 <optatif>において、真に自由な内容の願望表現を構成するために、
<pouvoir>は不可欠の助動詞であり、他のくoptatif>と類似の要素をそな
える例が2、3含まれ、また多少とも固苦るしい印象を伴う場合があるとしても、
生きな統辞法としては唯一無二のものと思われる。
(9) その他
かくて、 <que>を先立てず、願望表現を予想させる特定の名詞・動詞を加
えることもなく、 助動詞 <pouvoir>も用いない残る11例が、完全な古語法
の残存、すなわち、接続法形のみによってくvaleuroptative>を表出しえた
例ということになるが、この場合にも、さらに種々の補助的な要素がいくつか
認められる。
Je meure, si je savois cela. 
Si-fait bien moi, je meure. 
(Dep. am., I, 6, Albert) 
(Sgan., SC. 7, Gros-Rene) 
C'est @tre officieux, et tr極 fort,ou je meure ! 
(L'Est., I, 5, Mascarille) 
すでに <Ciel,Peste, Diable>の項で挙げたいくつかの例と全く同じ形式
である。最後の例においても <ou:>によって、その誓言の意図は類推的に容
易に理解され、 <meure:>なる動詞形のみがくvaleuroptative>を表出す
るとは考えられない。
(Daphne:) Le Ciel tienne, Pasteur, vos brebis toO.jours saines. 
(Eroxene :) Ceres tienne de grains vos granges toO.jours pleines. 
(Lycarsis :) Et le grand Pan vous donne a chacune un Epoux, 
Qui vous aime beaucoup, et soit digne de vous. 
(Melic., I, 4) 
(192) 
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ここでは、 <Ceres>とくlegrand Pan>が、最初 Daphneによって発
せられた <leCiel>に匹敵する名詞として、これらも同様に願望表現である
ことは何の障害もなく伝達される。
0 ! trois et quatre fois beny soit cet Edit 
Par qui des vestemens le luxe est interdit. 
(Esc. des Mar., I, 6, Sganarelle) 
この <soitbeny>は <Dieu,Ciel>の項でしばしば用いられた <soit
1oue>と同じ意味・内容であり、 動詞それ自体が願望表現に適応しているの
である {23)。特にその構文、状況補語—動詞—主語の語順{24) がその意を充分に
補足している。
Daignent vos bontez, Sire, me donner une protection contre leur 
’ rage envemmee. (Tart., 2e placet) 
この場合も、主語の後置が大きな役割を果している。のみならず、この例は
台詞ではなく、前掲の例と同じ国王に対する請願書の一節であるから、多少誇
張した表現である方が、むしろ全体の語調に適応するのであろう。その他、
Ainsi soit-il. (Dep. am., I, 6, Albert) 
Cela, Seigneur Eraste, en passant vous soit dit. 
(Id., I, 2, Marinette) 
Mais, vzenne qui voudra contre Nostre personne, 
J'ay deux bans pistalets, et man espee est bnnne. 
(L'Est., II, 6, Lelie) 
この3種の構文は、 いわゆる <lacutianscansacrees>として現代まで残
されたものであり、その用法はいささかも唐突さを感じさせない。かくて、残
る最後の 1例において、以上のあらゆる要件ー一典型的名詞・動詞の使用、主
偽 cf.Voy quel est ton bonheur, et benis la fortune. (Melic., I, 5, Lycarsis) 
/ Vous benirez le jour ou vous causez le mien (bonheur). (L'Est., I, 10, 
Lettre) 
紬脚註価の,4番目の例，参照。
(193) 
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語後置、構文の類似ーーをも担わないこととなる。
C'est a dire; monsieur Jourdain, vostre creur soit toute l'annee 
comme un Rosier fleury. Ce sont fayons de parler obligeantes de 
ces Pais・la. (Bourg. gent., IV, 4, Covielle) 
トルコ人に変装した Clもonteの奇妙な台詞を、意を通じている Covielleが
誦訳してきかせる場面である。そこには、最早、自然な語調を超えた、故意に
古風な耳なれない構文のフランス語を用いることによって、もっともらしくそ
の場をとり繕ろおうとする意図が明白である。日常ありきたりの語法でないが
ための不自然さによって、その場の滑稽味が支持され補強されている例である。
以上、 <que:>を伴わない、いわゆる <optatif>においては、
(1) <Dieu, Ciel, Peste, Diable, Diantre>等の特定名詞を含む場合。
(2) <N'en deplaise a>の慣用語法の場合。
(3)完全に添辞化した <Vive>の場合。
(4-)その他、以上と類似の名詞・動詞・構文を踏襲する場合。
(5)主語後置によって願望的効果の明白な場合。
(6)特殊な文体的効果をねらう場合。
(7) < pouvoir >の接続法形による場合。
に要約される。最後の場合を除いて、いずれも慣用化の傾向を有しており、
名詞 <Ciel>を含む場合にわずかに構文の自由が認められるほかは、真に生
きた統辞法として用いられているのは、 助動詞 <pouvoir>を併用する場合
のみである。
第 2節関係節中の接続法現在形 (4例）
主節中におかれた接続法現在形と同じ効果をあげる関係節中の接続法形(25)
については、わずか4例のみを収集しえたにすぎないが、そのいずれにおいて
飯o) BRUNOT : op. cit., p. 572. 
(194) 
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も、前記の必要なる形態素が明白に認められる。
Ouy, je te feray voir, batteur que dieu conj onde. 
(L'Est., I, 7, Mascarille) 
Et vous irez un jour, vray partage du diable, 
Boilillir dans !es En/ ers a toute eternitも；
Dont vous veみillegarder la Celeste bonte ! 
(Esc. des Fem., II. 2, Arnolphe) 
Et, de par Belzebut, qui vous puisse emporter ! 
(Sgan., sc. 6, Sganarelle) 
Cinq ou six cens fievres quartaines qui Ie puissent serrer. 
(Fourb. de Scap., I, 5, Argante) 
第 1の例では、 <Dieuconfonde>、第2の例では、 <la Celeste bonte> 
および <garder>が、さらに先行の文中の <<liable><Enfers>等の名
詞がその呪註の意図を適確に予想させている。残る 2例ではくpouvoir>の
接続法形がその文意を充分に補足している。
第 3節 接続法半過去形・大過去形 (19例）
その実現が不可能か、そこに強い危惧の念が伴う願望という意味で、遺憾．
悔恨・呪狙等を表わす接続法半過去形・大過去形については、その用法が極度
に制約を担っている。
(1) 間投詞化した場合 (2例）
Pleust a Dieu ! 
PMt au Ciel! 
(Dep. am., I. 4, Mascarille) 
(Bourg. gent., II, 6, M. Jourdain) 
(2) 上記のものに従属節がある場合 (3例）
Plust a Dieu l'avoir tout-a-l'heure, le fouet, devant tout le monde, 
et syavoir ce qu'on aprend au College. (Id., II, 3, M. Jourdain) 
Plust au Ciel fust-elle la tienne ! (G. Dand., II, 5, Dandin) 
(3) 同じく <que>に導かれる従属節がある場合 (12例）
(195) 
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Plut a Dieu qu'il fut vray ! (Tart., Il, 1, Dorine) 
Plust au Ciel qu'il pust se resoudre a vouloir rendre temoignage an 
pere et a lamere de ce qu'ils ne veulent point croire. 
(G. Dand., I, 5, Dandin) 
(4) その他主語の後置による場合 (2例）
Pandolfe qui revient ! fut-il bien endormi ! (L'Est., I, 4, Anselme) 
La Peste de ta chute ! Empoisonneur au diable, 
En eusses-tu f ait une a tecasser le nez. (Misant., I, 2, Alceste) 
特に後者では先行の語句によって、その呪阻の意図は明らかである。
以上、接続法半過去形・大過去形による願望表現では、その実例のほとんど
大部分がくPluta Dieu (au Ciel) >に独占されており、 生きた統辞法とい
うにはほど遠いまでに慣用化が進んでいる。
第 2章 <que>を先立てる願望表現
<que>を先立てる接続法形が第3者の行動を要求・希望し、時には仮定す
るというこの種の統辞法は、現代語においてもしばしば活用されており、こと
さらここに列挙するまでもない。しかし、すでに前章で明らかにされた種々の
制約、ないしは慣用化の領向は、 <que>を先立てる場合と比較して、はたし
ていかなる意味をもつのであろうか。この観点から、これら 156例を分類・整
理してみよう。
まず、 <optatif>の場合には、助動詞 <pouvoir>を併用する場合を除い
て、 1人称・ 2人称代名詞を主語とする例は唯 1例にすぎなかったがくque>
を先立てる場合には、それがかなりの数にのぼるので、この点で整理してみよ
う。
(1) 1人称代名詞乏主語とする場合 (12例）
この中にも、たとえば、
(196) 
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Que je trepasse si je dis plus mot. (Dep. am., I, 6, Metaphraste) 
Que je tombe a.vos pieds d'un eclat de tonnerre, .. 
Si jamais mon amour descend a la foiblesse 
De manquer aux devoirs d'une telle promesse. 
(D. Gare., I, 3, Garcie) 
の如く、先の <Ciel>の場合における誓言と同じ形式をとるものもあるが、
あくまでもその動詞形は自由に撰択されており、その他、動詞が直説法現在形
と同形になる場合においても、
0 Pere, le meilleur qui jamais ait este, 
Que je baise VOS mains, apres tant de bonte. (Melic., I, 5, Myrtil) 
Allons, Flipote, allons; que d'eux je me delivre. 
(Tart., I, 1, Mme Pernelle) 
等の如く、特定の名詞・動詞は見当らない。しかも、語順の変更がみられる
のは、次の受動態の1例のみである。
Que sois-je extermine si je ne tiens parole. 
(Dep. am., IV, 2, Eraste) 
(2) 2人称代名詞乏主語とする場合 (7例）
このうち、次の1例は、後述の類推的にくque>を先立てた助動詞<pou-
voir>の例である。語順の変更がみられるのは、 この 1例のみである。
Que puissiez-vous avoir toutes choses prosperes ! 
(Id., II, 4, Albert) 
その他の6例においては、 1人称の場合と同様に、慣用化の傾向は全く見当
らない。
Que tu songes, Coquine, a :1Jreparer ma Maison pour la Compagnie 
qui doit venir tantost. (Bourg. gent., II, 2, M. Jourdain) 
Que vous tombiez dans la Bradyspepsie. 
(Mal. imag., II, 5, Purgon) 
(197) 
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(3) 名詞または3人称代名詞を主語とする場合 (137例）
まず、この中には、願望表現において、 接続法形がくque>を先立てるとい
う一般的な傾向が、すでに慣用化していた語法にまで伝播した実例(26)が20例
含まれている。
第1に名詞 <Ciel>を主語とするもの 11例の中で、
Que le Ciel soit lo泌！ (Tart., V, 7, Dorine) 
Que le Ciel la preserve a jamais de danger. 
(Sgan., sc. 17, Sganarelle) 
等は、正しく前章における <optatif>に、類推的にくque>を付け加え
たものであるが、その他、
Et que le Ciel par sa bonte 
Comble de joye et de sa sante 
Vostre deffuncte seigneurie. 
Allons done; et que les Cieux prosperes 
(L'Est., I, 4, Anselme) 
Nous donnent des enfans dont nous soyons les peres. 
(Id., V, 1, Mascarille) 
等においては、動詞の種類・語形に関しても、全く制約はみられず、他方、
これら11例がすべて韻文劇の台詞であり、音綴を合わせる必要から、故意にこ
の形式をえらんだものとも考えられる。
次にくDiable>を含む4例では、
Que le diable t'emporte. (lmpromp., sc. 2, Moliere) 
の類型的なものが3例含まれてはいるが、次のように自由な動詞形をとるも
のもある。
Oh qu'ii aille au Diable avec son Mulet. 
(Fourb. de Scap., I, 5, Argante) 
その他、
嫡 BRUNOT: Historiie, Tome I[, p. p. 332~3 ; A. HAASE : op. cit., p. p. 180 
~l. 
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Que la peste I'etoufje avec sa discretion, le traistre, .. 
(L'Av., I, 1, Cleante) 
Ma Bru, qu'ii ne vous en deplaise, 
Vostre conduite en tout, est tout-a-fait mauvaise. 
(Tart., I, 1, Mme Pernelle) 
Que cela vous soit dit en passant, mon Beaufrere. 
(Id., I, 5, Cleante) 
等は、すべて前章における類型をそのままにくque> を加えたものである。
<pouvoir>併用の場合には語順の異る例が各1例ずつみられる。
Et que puisse l'Envie en crever de depit ! (Id., II, 7, Orgon) 
Que la fievre quartaine puisse serrer bien fort le Bourreau de 
Tailleur. (Bourg. gent., I, 4, M. Jourdain) 
さて、残る 117例について、まずその動詞形を考察してみよう。たまたま同
じ動詞となった <faire,@tre, aller, avoir>等を除いて、共通の動詞形を
とるのは、
Que maudit soit I'amour, et les filles 
maudites, 
Qui veulent en tater, puis font les 
chatemites. 
(Dep. am., V, 3, Mascarille) 
のように <Que maudit soit十名詞＞
の形式をとる 3例のみであり、また語順の変
更をみるものもこの 3例に限られている。な
ぉ、主語については、別掲第1表に示すよう
な結果をえた。すなわち、 <optatif>にお
ける<Dieu,Ciel, Peste, Diable, Diantre> 
等の特殊名詞に代って、特定または任意の第
3者（実質的には話し相手をさす場合も含め
(199) 
代
名
詞
第 1表
主 語 実例数
on 56 
il 27 
chacun 3 
tout 3 
elle 2 
ils 2 
elles I 
ce I 
cela I 
quelqu'un I 
任意の名詞 20 
計 117例
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て）をさすくon>、および <il>が圧倒的に多いことは認められるが、その
他の主語名詞の項に該当するものとしてはくoptatif>における特定の名詞に
意味上比較的近いものはくlafievre (2例）、 la Foudre, un tonnerre>の
3例程度で、その他は、 全く任意の名詞、または固有名詞、すなわち <mon
bras, mon imprudence, nos chants ; ton affection, ton Ame, ta colere, 
vostre esprit; Sostrate, 1'amour, l'ardeur, le Ballet, le Becque-cornu, 
ces choses,、lecourrier, l'heure, la main>等々、その種類は広範囲に亘
るのである。
◇ 
最後に、以上 <optatif>とくque+接続法形＞の全部を通じて、動詞の
第 2 表 第 3 表
動詞の種類 実例数 動詞の種類 実例数 動詞の種類 実例数
etre 58 faire 14 entendre 2 
plaire 21 etre 12 6ter 2 
pouvoir 15 aller 8 porter 2 
garder 13 avo1r 6 presser 2 
deplaire 12 attendre 5 recevo1r 2 
emporter ， donner 5 rendre 2 
faire 6 laisser 5 se retirer 2 
pre’ server 6 emporter 4 serrer 2 
damner 5 mettre 3 sortir 2 
v1vre 4 pouvoir 3 tenir 2 
confondre 3 songer 3 tomber 2 
etouffer 3 vemr 3 vanter 2 
mounr 3 
conduire 2 v01r 2 
tenir 3 
vouloir 2 
その他9種 ， 
dire 2 その他53種
53 
empecher 2 I計 81 種 156例
計 24 種 172例
(200) 
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種類を集計した結果を示して、その慣用化の差異を確認しよう。
別掲の第2表は、 <que>を先立てない願望表現（関係節中を含む）の172
例に用いられた主動詞の種類別に実例数を表示したもので、その他9種は、各
1例ずつのものである。同じく第3表は、 <que>を先立てる願望表現（類推
によってくque>をとるものを含む）の156例のそれである。
さて、この 2つの表を比較すると、まず、前者では動詞の種類が24種、後者
では総実例数は若干少いにもかかわらず81種にのぼっており、動詞の種類にお
いてその多様性は著しいものがある。 しかも、 前者では、 上位5位までに約
7割の実例が集中し、 各1例のみのものは、 <aider, daigner, donner, 
maintenir, oter, perdre, sauver, tomber, venir>の9種、全体の5%に
とどまるが、後者では上位5位まででは3割にも満たず、各1例のものが、実
に53種、全体の3割以上に達し、のみならず、各2例の16種も、多くは偶然一
致したとみなされるから、これを考慮にいれるならば、さらに広い範囲に亘っ
て平均して実例が分散し、そこに集中傾向はほとんど認められないことは明白
である。
以上、実例収集の対象を、モリエールの30篇の作品に限って行った調査のみ
により、敢えて、なんらかの結論めいたものを引き出すことは差し控えねばな
らないが、以下、一応の要約によって今後さらに広範な調査への足がかりとし
よう。
(1) いわゆる <optatif>は、ほとんど規則的に、 <Dieu, Ciel, Peste, 
Diable, Diantre>、または、これと類似の名詞を包含し、 しかも、それぞ
れにおいて、慣用化の傾向が著しく、しばしば一種の間投詞的な役割にまで
迫っている。
(2) 任意の内容を期待できる実例は、 <Ciel>を主語とする若干の例を除き、
きわめて稀で、しかも、他の成句的な語法と類似の構文、話者の意図を暗示
する動詞・副詞を採用し、または、語順変更によって接続法形をより強く印
象着ける。多少とも古風な語感を伴うことが少くない。
(201) 
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(3) <N'en deplaise a>の慣用化、および <Vive>の完全な添辞化も同様
に明白である。
(4) 特に文体的効果を予期する場合は別として、このような一般的な傾向は、
関係節の場合も同じであり、接続法半過去形・大過去形の例では殊に顕著で
ある。
(5) こうした、語法の後退現象からのがれる補助的な要素として、主語後置を
伴う助動詞 <pouvoir>の接続法形は、人称・構文・内容において、 自由
な統辞法を保存している。
(6) すでにくque>は接続法形にとって不可欠の添辞・表象とみなされる傾
向が強く、助動詞 <pouvoir>と共に、 <que>の添加が各種の制約に対
する強力な救済手段となっている。それはくoptatif>の場合とは比較にな
らぬ主動詞、主語名詞の多様性によっても明らかである。
(202) 
